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学び合う授業づくり

１ 目標にせまる学習過程の構成 ～ 「習得」と「活用」について ～

これからの教育は，学習の基盤としての基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得さ

せるとともに，実生活においても柔軟に活用できるようにしておくことが求められてい

る。また，思考力・判断力・表現力等を確実にはぐくむために，知識・技能を活用する

学習活動を充実させなければならない。

そこで本校では，学力向上に向け，一日一日の授業において，「知識・技能」と「思考

力・判断力・表現力」をバランスよく育てるための方策として，「習得に重点をおいた時

間」と「活用に重点をおいた時間」という２つの学習過程の構成を考えた。この両方を

単元計画の中にねらいに応じて設定し，習得した知識・技能が活用できるサイクルをつ

くろうと考えた。知識・技能はそれだけを取り出して繰り返し学習しているだけでは身

に付かない。それを算数や生活場面での問題解決に活用する場を設けることにより，有

用感をもって定着していく。そして，そのことが，次の知識・技能を学ぼうとする学習

意欲へとつながっていくと考える。

○ 「習得に重点をおいた時間」

基礎的・基本的な知識・技能の習得をねらいとする時間である。方法としては，本時

で獲得すべき基礎・基本としての知識・技能を適用問題，練習問題などの反復練習を中

心とした方法で身につけていく。課題解決の方法を，みんなで話し合いながら確認した

後，進み具合に応じて順次レベルアップした問題を解いていく。教えるところ，考えさ

せるところを区別し，必要に応じてペアやグループでの伝え合いを取り入れる。習得で

は，一人でただ黙々と計算練習をするのではなく，計算の仕方やその手順などを友達と

伝え合うことで，その理解が一層深まるといえる。なお，理解の不十分な児童は，つま

ずいている部分を取り出し，集中的に練習する必要がある。そのためには，１単位時間

の中で形成的評価を行う場を設け，個の見取りを確実にすることが大切である。「習得」

においては，本時のねらいとする基礎・基本が何なのかについて明確にしておかなけれ

ばならない。

○ 「活用に重点をおいた時間」

基礎的・基本的な知識・技能を活用して，思考力・判断力・表現力等の育成をねらい

とする時間である。方法としては，これまでに獲得している知識・技能や数学的な考え

方をつなぎながら，少し発展させた学習問題や工夫を要する問題，より現実的な生活場

面での問題解決などを通して，柔軟に使える知識・技能に高めていく。主問題は，

① 前単元や前時までの既習事項を活用する問題

② 単元末での活用問題や工夫を要する発展・応用問題

③ 実生活に活用・応用できる問題

などが考えられるが，教材を吟味し実態に応じた適切な問題を設定することが大切であ

る。これらは，みんなで解決の糸口を考え，めあてや見通しを立て，知恵を出し合い話

し合う中で解決していく。そのためには，活用の根拠となる知識・技能とともに，数学

的な思考法や数学的な表現力を身に付けておくことが基盤となる。
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基本的な学習過程① 習得に重点をおいた時間

学習過程 児童の意識 学び合いの姿 教師の支援・手立て

１ 問題を知り ○今日は，どんな問題を ○各自の気付きや疑問を ・興味がもてるように問題提示や

めあてをつか するのかな。 出し合う。 導入の仕方を工夫する。

む。 ○今までの学習とどこが ○友達の発言や教師から ・分からないことや困っていること

違うのかな。 の投げかけをもとにめ を出しやすい雰囲気作りをする。

○今日のめあては あてをつかむ。 ・児童の意欲を高めるために，本

だな。 時の活動のめあてを提示する場

合もある。

２ 問題の解き ○今まで学習したことを ○既習の内容をもとにし ・児童のつまずきや気付きを取り

方を考え話し 使って考えると・・・。 て意見を出し合いなが 上げながら本時の問題の解き方

合う。 ○この次は，どうするの ら問題の解き方を考え を確認する。

かな。 る。 ・数量や図形，解決方法をイメー

・一人で ○この方法を使うとでき ジしやすくするために，具体物

そうだな。 ○問題の解き方をペアや や図などを用いた活動を取り入

・ペアで ○答えの出し方が分かっ 全体で確認し合う。 れる。

たよ。 ・自分で問題を解く時のよりどこ

・みんなで ○友達に考えを伝えたい ろとなるように板書の仕方を工

な。 夫する。

○友達は，どう考えてい

るのかな。

３ 練習問題を ○他の問題でもできるか ○友だちの発言や板書の ・本時のねらいを達成するために

する。 どうか，やってみよう。 内容を振り返りながら， 有効な練習問題と活動の仕方を

進んで練習問題に取り 工夫する。

・一人で ○できたぞ。次の問題に 組む。 ・本時のねらいが達成できている

挑戦しよう。 かどうかの見取りをする。

・ペアで ○わからないところは， ・活動が進まない児童に対して，

○難しいな。やり方を確 ペアやグループでいっ 個に応じた支援をする。

・みんなで かめよう。 しょに考える。 （具体物を使う，ヒントを出す，

板書を振り返りながらいっしょ

○つまずきが多い時には， に解く，など）

もう一度みんなでやり ・進み具合を確認し合ったり，や

方を話し合う。 り方を説明し合ったりする場を

設け，伝え合いを通して理解が

深まるようにする。

・早くできた児童には，少し難易

度の高い問題を用意しておく。

４ まとめをす ○今日の学習で，大事な ○本時の学習を通して分 ・児童とともに板書を振り返りな

る。 ことをまとめよう。 かったことを出し合う。 がら，本時の学習で習得させた

・ は， い内容をおさえる。

すればよい。

５ 振り返る。 ○学習を振り返ろう。 ○自他の学びのよさを認 ・友だちのよさやがんばりにふれ

・わかったこと め合い，新たな課題へ る感想を取り上げ，ともに学ぶ

・がんばったこと の意欲をもつ。 よさを味わうことができるよう

・友だちのよかったところ にする。

・もっとやってみたいこと ・意図的指名により，どの児童も

・よく分からなかったこと 本時の課題を解決できた満足感

を味わうことができるようにする。
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基本的な学習過程② 活用に重点をおいた時間

学習過程 児童の意識 学び合いの姿 教師の支援・手立て

１ 問題を知り ○えっ？なぜだろう。 ○各自の気付きや疑問を ・興味がもてるように問題提示や
めあてをつか ○今までの学習とどこが 出し合う。 導入の仕方を工夫する。
む。 違うかな。 ・既習の学習との違いやつまずき

○どんなことが分からな をもとに話し合わせ，児童の言
いのかな。 葉でめあてを作る。

○今日のめあてを考えよ ○めあてをみんなで考え
う。 る。

２ 解決方法を ○今までの学習を生かし ○友達の考えやヒントを ・一人一人の考えを把握し，全体
考える。 て考えよう。 もとに見通しをもつ。 での話合いに生かせるようにす

○答えはこのくらいにな る。
・一人で りそうだ。 ・考えが進まない児童には，具体

（結果の見通し） 物を示したりヒントを出したり
・ペアで ○どんな方法を使おうか して解決のきっかけをつかむこ

な。 （方法の見通し） とができるようにする。
・具体物で操作しよう。 ・自力解決の進み具合を見ながら
・ブロック等で操作しよう。 ○ペアの友達と自分の考 タイミングを図ってペア学習を
・図に表そう。 えを伝え合い，解決に 取り入れる。
・言葉で表そう。 つなげようとする。
・式で表そう。

３ 話し合う。 ○みんなに自分の考えを ○図や式などを使って， ・友だちの考えの続きを発表させ
分かりやすく伝えよう。 考えを伝え合う。 たりくり返し説明させたりする

・みんなで ことにより，互いの考えを理解
○友達が式や図で説明し ○自分の考えと友達の考 することができるようにする。
たことを読み取ろう。 えを比べながら，より ・児童の発表をもとに，図や式な
・○○さんの言いたいことは・・・ よい考えをみんなで探 ど表現様式の異なる発表をつな
・続きを説明しよう。 る。 ぎ，相違点，共通点を整理しな
・他の図で表現してみよう。 がら考え方をまとめていくよう

にする。
○みんなで話し合い，よ ○多様な友達の気づき， ・児童の話合いの中で出された大
りよい考えに向かおう。 アイディアを認め合い， 事な言葉を板書し，考えが深ま
・考えを比べてみよう。 それを使って説明した っていくようにする。
（違うところ・同じところ） り，解決を試みたりす

・早く簡単に正確にできるの る。
はどれだろう。

４ 練習問題を ○今日の学習を生かして ○友だちと話し合ったこ ・本時のねらいが達成できている
する。 問題を解いてみよう。 とを生かして問題を解 かどうかの見取りをする。

く。

５ まとめをす ○自分の言葉でまとめよ ○本時の学習を通して分 ・児童とともに板書を振り返りな
る。 う。 かったことを出し合う。 がら，本時の学習で獲得させた

・ は， い考え方をおさえる。
という考えを使うと
よい。

・ は，
するとできる。

６ 振り返る。 ○今日の学習を振り返ろ ○自他の学びのよさを認 ・友だちのよさやがんばりにふれ
う。 め合い，新たな課題へ る感想を取り上げ，ともに学ぶ

・わかったこと の意欲をもつ。 よさを味わうことができるよう
・がんばったこと にする。
・友だちのよかったところ ・意図的指名により，どの児童も
・もっとやってみたいこと 本時の課題を解決できた満足感
・よく分からなかったこと を味わうことができるようにする。


